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●
緑
町

「
森
崎
吾
平
頌
徳
碑
」

淡
路
の
酪
農
発
展
に
大
き
く
貢

献
し
た
森
崎
吾
平
氏
を
た
た
え
、

緑
町
広
田
広
田
（
川
向
地
区
）
に

等
身
大
の
石
造
の
頌
徳
碑
が
建
て

ら
れ
て
い
る
。
森
崎
氏
は
、
乳
製

品
工
場
の
誘
致
に
尽
力
し
、
大
正

五
年
、
藤
井
煉
乳
所
（
ネ
ス
レ
日

本
（
株
）
広
田
工
場
の
前
身
）
を

誘
致
す
る
こ
と
に
成
功
。
こ
れ
を

契
機
に
乳
牛
の
飼
育
頭
数
も
激
増

し
、
淡
路
酪
農
の
基
礎
が
確
立
し

た
。
そ
の
後
、
広
田
村
長
を
務
め
、

終
始
酪
農
振
興
に
尽
く
さ
れ
た
酪

農
家
の
恩
人
と
も
い
え
る
。

●
南
淡
町

「
田
中

た

な

か

正
平

し
ょ
う
へ
い

博
士
顕
彰
碑
」

護
国
寺
境
内
に
あ
る
音
叉

お

ん

さ

を
か

た
ど
っ
た
顕
彰
碑
は
、
音
楽
物
理

学
者
の
田
中
正
平
博
士
（
南
淡
町

賀
集
出
身
）
を
た
た
え
て
、
昭
和
四

十
六
年
に
地
元
有
志
が
建
立
し
ま

し
た
。
田
中
正
平
博
士
は
ド
イ
ツ

留
学
中
の
明
治
二
十
二
年
に
『
純

正
調
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
』を
発
明
し
、

ド
イ
ツ
皇
帝
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世

か
ら
「
今
世
紀
最
大
の
発
明
の
一

つ
」
と
絶
賛
さ
れ
る
な
ど
、
音
楽

界
に
大
き
な
功
績
を
残
し
ま
し
た
。

●
西
淡
町

「
小
宰
相
局
の
供
養
碑
」

伊
加
利
多
摩

だ

ま

山
に
は
平
家
七
つ

塚
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
大
き
い

船
型
の
塚
で
平
家
物
語
に
出
て
く

る
平
通
盛
卿き

ょ
う

の
夫
人
小
宰
相
局

こ
ざ
い
し
ょ
う
の
つ
ぼ
ね

の

墓
碑
、
残
り
の
六
つ
は
源
平
の
戦

い
で
敗
れ
た
平
家
の
落
人

お
ち
う
ど

の
供
養

碑
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
地
元
の

人
々
に
大
切
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
家
物
語
は
、
小
宰
相
局
が
屋

●
三
原
町

「
淡
路
人
形
発
祥
地
の
碑
」

市
三
条
の
八
幡
神
社
鳥
居
の
傍

ら
に
、
昭
和
三
十
三
年
、
地
元
有

志
ら
に
よ
り
建
て
ら
れ
た
淡
路
人

形
発
祥
地
の
記
念
碑
が
あ
り
ま
す
。

島
に
向
か
う
船
の
中
で
通
盛
卿
の

戦
死
を
聞
き
、
悲
し
み
の
あ
ま
り

鳴
門
の
沖
で
入
水
し
、
十
九
歳
で

命
を
絶
っ
た
と
伝
え
て
い
ま
す
。

南
あ
わ
じ
市
誕
生
ま
で
あ
と
7
1
日

当
地
区
は
淡
路
人
形
発
祥
地
で
、

神
社
境
内
の
大
御
堂
戎
社

お
お
み
ど
う
え
び
す
し
ゃ

に
は
、

人
形
発
祥
に
関
わ
る
戎え

び
す

神
・
百ひ

ゃ
く

太
夫

だ

ゆ

う

・
道
薫
坊

ど
う
く
ん
ぼ
う

・
秋
葉

あ

き

ば

神
の
四
神

が
祀ま

つ

ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
町
内
に
は
、
人
形
浄
瑠
璃

の
名
場
面
を
再
現
し
た
像
が
役
場

庁
舎
前
、
セ
ン
タ
ー
パ
ー
ク
、
西

川
橋
詰
、
八
木
小
学
校
附
近
に
建

て
ら
れ
、
淡
路
人
形
発
祥
の
地
を

示
し
て
い
ま
す
。

▲「淡路人形発祥の碑」

▲『顕彰碑の後ろには野外舞台が設
置されています』

▲「局の供養碑（伊加利多摩山）」

最
近
、
大
阪
・
京
都
地
域
で
、

恩
給
欠
格
者
の
手
続
き
な
ど
に
関

す
る
説
明
会
を
行
っ
て
い
る
者
が

い
ま
す
。
詳
細
は
不
明
で
す
が
、

そ
の
説
明
会
で
は
個
人
相
談
お
よ

び
申
請
手
続
き
ま
で
行
い
、
し
か

も
有
料
で
行
っ
て
い
る
と
の
情
報

が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
ご
承
知
の
と
お
り
、

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特

別
基
金
の
恩
給
欠
格
者
に
対
す
る

書
状
等
贈
呈
事
業
は
、
国
か
ら
の

慰
藉
事
業
で
あ
る
た
め
、
請
求
に

関
す
る
相
談
料
や
手
続
料
な
ど
費

用
を
一
切
徴
収
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
も
し
、
こ
の
よ
う
な

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
は
独
立
行
政

法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

1
〇
一
二
〇
―
二
三
四
―
九
三

三
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
り
す
ま
し
に

ご
注
意
を

し
尿
処
理
場
か
ら
の

お
知
ら
せ

年
内
中
に
、
浄
化
槽
の
清
掃
ま

た
は
汲
み
取
り
式
の
便
所
の
清
掃

を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
次
の

要
領
で
お
願
い
し
ま
す
。

◎
浄
化
槽
（
水
洗
便
所
）
を
清
掃

さ
れ
る
場
合

浄
化
槽
を
清
掃
さ
れ
る
場
合
は
、

十
一
月
十
五
日
ま
で
に
、
下
表
の

許
可
業
者
へ
連
絡
（
予
約
）
く
だ

さ
い
。

※
十
二
月
は
、
し
尿
処
理
場
へ
の

搬
入
量
が
増
加
す
る
た
め
、

浄
化
槽
清
掃
分
の
受
け
入
れ

を
し
ま
せ
ん
の
で
ご
留
意
く

だ
さ
い
。

◎
汲
み
取
り
式
の
便
所
を
清
掃
さ

れ
る
場
合

汲
み
取
り
式
の
便
所
を
清
掃
さ

れ
る
場
合
は
、
十
二
月
十
日
ま
で

に
、
左
表
の
許
可
業
者
へ
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

浄
化
槽
の
清
掃
ま
た
は
汲
み
取

り
式
の
便
所
の
清
掃
を
期
日
ま
で

に
連
絡
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、年

内
で
の
清
掃
が
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
許
可
業
者
へ
の
連
絡
先

許
可
業
者

電
話
番
号

洲
本
衛
生
公
社

1
二
二
―
〇
〇
九
八

さ
く
ら
清
掃
1
五
二
―
〇
四
五
一

淡
路
清
掃
社
1
四
五
―
〇
四
一
三

▲「森崎吾平氏の功績をたたえる等
身大の石造」


